
(1)  第３０５号        東 京 都 農 業 会 議 情 報        平成２０年７月２５日 

挨拶をする石川清新会長 

新
会
長
に
石
川
清
氏
（
青
梅
市
）
を
選
任 

 
 

 

平
成
20
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
決
定 

第
38
回
東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
通
常
総
会

総会では20年度の新たな 
取り組みなどを決定した 

 

農
業
委
員
会
の
活
動
の
重
点

で
あ
る
農
地
の
保
全
管
理
の
徹

底
に
向
け
「
農
地
管
理
推
進
月

間
」
と
農
地
の
利
用
を
促
進
す

る
「
農
地
流
動
化
推
進
月
間
」

を
本
年
度
も
都
内
全
域
で
設
定

し
、
運
動
を
進
め
ま
す
。 

 

月
間
は
、
８
月
～
10
月
の
う

ち
１
ヶ
月
間
を
設
定
し
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
農

地
管
理
の
徹
底
に
向
け
農
地
を

守
る
制
度
を
周
知
す
る
ほ
か
農

地
の
流
動
化
を
促
進
す
る
制
度

の
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
「
活
動
記
録
カ
ー
ド
」

を
重
点
的
に
活
用
し
、
相
談
や

指
導
に
積
極
的
に
応
じ
る
強
調

月
間
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
を
通
じ
、
さ
ら
に

農
地
の
管
理
徹
底
や
利
用
促
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

農
地
管
理
の
徹
底
と
流
動
化
の
促
進
を
！

８
～
10
月
は
農
地
管
理
・
流
動
化
月
間
で
す

 

本
年
度
よ
り
、
都
内
全
域
で

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

区
市
町
村
ご
と
の
作
付
面
積

や
生
産
量
の
調
査
は
、
こ
れ
ま

で
農
水
省
が
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
19
年
度
産
よ
り
調
査
を

や
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
生
産
量
な
ど
の

把
握
が
で
き
な
く
な
り
、
流
通

支
援
や
気
象
災
害
対
策
や
都
の

補
助
事
業
な
ど
の
根
拠
が
失
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
悉
皆
（
し
っ
か

い
）
調
査
と
し
て
継
続
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

趣
旨
ご
理
解
の
上
、
調
査
へ

の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

「
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
」
ご
協
力
の
お
願
い 

 

返
還
40
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
催
す 

小 

笠 

原 

村 挨拶をする石原慎太郎都知事 

     

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の

「
第
38
回
通
常
総
会
」
が
武
蔵
野

市
に
て
開
か
れ
、
会
員
ら
約
90
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
決
定
さ
れ
た
今
年
度
の

事
業
計
画
で
は
、
従
来
の
セ
ミ
ナ

ー
や
視
察
に
加
え
、
消
費
者
を
対

象
に
東
京
農
業
の
役
割
や
魅
力
を

伝
え
る
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

海
外
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
タ
イ
に
引
き
続
き
、
今
年 

    
は
ベ
ト
ナ
ム
農
業
の
視
察
を
11

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
一
連
の
企
画
に
つ
い

て
は
、
都
農
業
会
議
と
の
連
携
に

よ
り
「
東
京
ア
グ
リ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
認
定
農
業

者
に
も
案
内
す
る
こ
と
と
し
て
い 

ま
す
。 

 

役
員
の
選
任
に

つ
い
は
新
た
な
理

事
や
監
事
が
決
定

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
伊
藤
仁

太
郎
会
長
の
辞
任

を
受
け
、
総
会
に

先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
理
事
の
互
選 

 

             

に
よ
り
、
青
梅
市
の
石
川
清
氏
が

新
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
総
会

の
場
で
報
告
さ
れ
、
賛
同
を
受
け

ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
に
は
、
全
体
研
究 

    

小
笠
原
村
は
、
７
月
４
日
に
「
返

還
40
周
年
記
念
式
典
」
を
開
き
、

石
原
慎
太
郎
都
知
事
や
平
井
た
く

や
国
交
省
副
大
臣
、
波
多
野
重
雄

会
長
な
ど
が
来
賓
と
し
て
出
席
し

ま
し
た
。 

 

同
村
は
、
昭
和
43
年
６
月
23

日
に
米
国
か
ら
返
還
さ
れ
、
現
在

に
い
た
る
ま
で
26
時
間
か
か
る

船
便
が
本
土
と
を
結
ぶ
唯
一
の
交

通
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
航
空
路

の
早
期
開
設
な
ど
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。 

             

集
会
が
開
か
れ
、
大
妻
女
子
大
学

社
会
情
報
学
部
教
授
の
田
代
洋
一

氏
を
講
師
に
迎
え
「
日
本
農
政
の

課
題
と
都
市
農
業
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
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平成２０年７月２５日        東 京 都 農 業 会 議 情 報        第３０５号  (2) 

ト
ピ
ッ
ク
に
「
食
の
信
頼
」「
原
油
高
騰
な
ど
の
影
響
」
な
ど 

「
環
境
対
策
と
農
村
資
源
」「
食
料
自
給
率
向
上
」
な
ど
分
析
・
提
案 

平
成
19
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

     

政
府
は
、
５
月
16
日
に
平
成

19
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
の
動

向
（
農
業
白
書
）
を
公
表
し
ま
し

た
。 

 

本
白
書
で
は
、
将
来
に
わ
た
り

食
料
を
安
定
供
給
で
き
る
農
業
構

造
を
構
築
す
る
体
制
強
化
の
必
要

性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
国
民

的
な
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。 

 

構
成
は
、
４
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と

２
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク 

①
食
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を

揺
る
が
す
事
件
の
頻
発 

 

食
品
に
よ
る
薬
物
中
毒
事
件
が

発
生
し
、
消
費
者
の
間
に
食
品
の

安
全
性
に
関
す
る
不
安
が
高
ま
っ

て
い
る
。 

 

再
発
防
止
の
た
め
①
情
報
集
約

の
強
化
、
②
緊
急
時
の
速
報
体
制

の
強
化
、
③
輸
入
加
工
食
品
の
安

全
確
保
策
の
強
化
と
い
っ
た
政
策

を
政
府
一
体
で
、
速
や
か
に
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。 

②
原
油
価
格
や
穀
物
・
大
豆
価
格 

の
高
騰
と
そ
の
影
響 

 

発
展
途
上
国
の
人
口
増
加
と
所

得
の
向
上
に
よ
り
、
と
う
も
ろ
こ 

    

し
な
ど
の
飼
料
と
な
る
穀
物
や
油

糧
原
料
と
な
る
大
豆
な
ど
の
需
要

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
油

価
格
の
高
騰
と
国
際
的
な
環
境
へ

の
関
心
で
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産
が

拡
大
す
る
こ
と
に
伴
い
、
原
料
の

と
う
も
ろ
こ
し
や
大
豆
な
ど
の
需

要
が
世
界
的
に
増
加
し
て
お
り
食

料
需
要
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
需
要

と
の
競
合
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

③
新
潟
中
越
沖
地
震
に
よ
る
被
害 

の
発
生 

 

平
成
19
年
度
は
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
や
台
風
の
上
陸
、
大
雨
な

ど
の
気
象
災
害
に
よ
り
、
農
林
水

産
関
係
で
は
、
１
９
２
５
億
円
の

被
害
が
発
生
し
た
。 

④
４
千
億
円
を
大
き
く
超
え
た
農

林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出 

 

優
れ
た
品
質
を
も
つ
我
が
国
の

農
林
水
産
物
・
食
品
は
、
海
外
か

ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
輸

出
額
は
４
千
億
円
を
超
え
た
。 

第
１
章
「
特
集
―
農
業
・
農
村
の

持
続
的
な
発
展
と
循
環
型
社
会
の

形
成
―
」 

◇
農
業
の
体
質
強
化
と
地
域
活
性
化 

 

耕
作
面
積
の
減
少
や
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
農
業
従
事
者
の
減

少
・
高
齢
化
が
進
行
し
、
農
業
構

造
の
ぜ
い
弱
化
が
進
ん
で
お
り
、

国
内
農
業
の
体
質
強
化
や
農
村
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。 

◇
地
球
環
境
対
策
と
農
村
資
源
の 

保
全
・
活
用 

 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
食
料
生
産

へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
地
球
環
境

対
策
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

農
村
資
源
の
保
全
・
活
用
に
向
け

た
課
題
を
整
理
す
る
。 

第
２
章
「
食
料
・
農
業
・
農
村
の

主
な
動
向
」 

◇
食
料
自
給
率
の
向
上
と
食
料
の 

安
定
供
給 

 

世
界
の
食
料
事
情
の
変
化
を
踏

ま
え
「
食
料
自
給
率
の
向
上
と
食

品
の
安
定
供
給
」
お
よ
び
「
消
費

者
の
信
頼
確
保
」
の
重
要
性
を
明

ら
か
に
す
る
。 

◇
農
業
の
体
質
強
化
と
高
付
加
価 

値
化 

 

農
業
労
働
力
の
現
状
、
農
林
水

産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
や
、
知

的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
に

関
す
る
研
究
開
発
な
ど
の
取
り
組

み
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。 

◇
共
生
・
対
流
の
促
進
を
通
じ
た

農
村
地
域
の
活
性
化 

 

農
村
活
性
化
に
向
け
て
、
農
商

工
連
携
な
ど
異
業
種
と
の
連
携
強

化
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。 

  

第
３
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20
年
６
月
17
日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

 

説
明 

 

「
農
業
・
農
地
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

都
農
業
基
盤
整
備
担
当
・
内
田

課
長
が
説
明
を
し
た
。 

 

議
事 

 

①
農
地
法
第
４
条
・
５
条
の

規
定
に
基
づ
く
知
事
諮
問
は
、

第
４
条
３
件
１
０
５
８
㎡
、
第

５
条
４
件
２
２
０
７
㎡
を
審
議

し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨

を
決
定
し
た
。
②
平
成
20
年
度

東
京
都
農
業
会
議
職
員
給
与
の

改
定
に
つ
い
て
決
定
し
た
。 

 

協
議 

 

①
「
農
地
管
理
推
進
月
間
・

農
地
流
動
化
推
進
月
間
」
を
今

年
度
も
統
一
的
な
運
動
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。 

 

②
東
京
都
農
作
物
生
産
状
況

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
説
明
し
、

農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
進
め

る
こ
と
と
し
た
。 

 

③
平
成
20
年
度
ふ
る
さ
と

東
京
む
ら
づ
く
り
塾
活
動
計
画

を
説
明
し
、
構
成
員
会
議
に
提

出
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 

当
面
の
農
政
問
題
は
、
①
食 

 

料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
向
け

た
農
地
政
策
の
見
直
し
方
向
に

つ
い
て
全
国
組
織
と
も
連
携
を

は
か
り
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 

②
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第

１
次
勧
告
を
説
明
し
、
農
地
転

用
許
可
権
限
に
関
す
る
国
の
関

与
の
必
要
性
と
農
業
委
員
会
必

置
規
制
の
堅
持
の
要
請
書
を
決

定
し
、
今
後
も
動
向
を
注
視
す

る
こ
と
と
し
た
。 

第
４
回
常
任
会
議
員
会
議 

 

平
成
20
年
７
月
17
日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。 

議
事 

 

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知

事
諮
問
は
、
第
５
条
７
件
４
４

６
１
・
２
９
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を
決
定

し
た
。
（
第
４
条
は
な
し
） 

協
議 

 

①
第
１
０
３
回
通
常
総
会
開

催
計
画
・
提
出
議
案
、
②
東
京

都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
案

を
説
明
し
、
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
と
し
た
。 

 

当
面
の
農
政
問
題
は
、
中
小

企
業
に
お
け
る
経
営
の
継
承
の

円
滑
化
に
関
す
る
法
律
に
つ
い

て
説
明
し
た
。 

常 

任 

会 

議 

員 

会 

議 

だ 

よ 

り 
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大会運営報告をする波多野会長 

新
た
な
農
地
政
策
の
確
立
に
対
す
る
提
案 

 
農
業
委
員
会
の
必
置
規
制
堅
持
緊
急
要
請
な
ど
決
定 

全
国
農
業
委
員
会
長
大
会

千
葉
県
柏
市
の
農
業
委
員
会
活
動
な
ど
研
究 

農
業
委
員
会
職
員
現
地
研
究
会
開
く

柏市の農業委員会活動などについて
報告する木村柏市農業委会長  ・

 

農
業
委
員
会
の
農
業
と
教
育

と
の
架
け
橋
・
実
践
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
中
学
生
の
職
場

体
験
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

昨
年
度
の
受
入
事
例
は
表
１
の

と
お
り
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度

よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

５
月
21
日
に
は
、
平
成
20

年
度
都
職
場
体
験
推
進
協
議
会

に
て
、
清
瀬
市
農
委
会
に
お
け

る
受
入
れ
に
つ
い
て
事
例
報
告

が
さ
れ
、
市
内
の
あ
る
中
学
校

の
２
年
生
全
員
が
35
戸
の
農

家
で
数
名
ず
つ
、
野
菜
の
収
穫
、

選
別
、
出
荷
な
ど
を
体
験
し
た

報
告
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。 

表１ 中学生の職場体験における農業体験受入の状況(都内) 
 

 17 年度 18 年度 19 年度 

区市町村数  ・ 23 26 30

体験学校数（校） 80 95 127

協力農家数（戸） 140 245 321

体験生徒数（人） 916 1,238 1,445

農
業
委
員
会
が
窓
口
と
な
り 

 

中
学
生
の
職
場
体
験
受
け
入
れ
に
積
極
的
に
取
り
組
む 

 

都
農
業
会
議
は
「
地
域
農
業
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
な
ど
の

発
行
に
携
わ
る
農
業
委
員
や
職
員

を
対
象
に
広
報
研
究
会
を
開
き
ま

し
た
。 

 

研
究
会
で
は
、
ま
ず
地
域
開
発

プ
ラ
ン
ナ
ー
で
雑
誌
の
編
集
者
で

あ
る
永
田
麻
美
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
永
田
氏
か
ら
は
、
広
報

誌
づ
く
り
の
企
画
か
ら
取
材
、
執

筆
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
経

験
に
基
づ
い
た
解
説
が
さ
れ
ま
し

た
。 

 

事
例
発
表
で
は
、
日
の
出
町
農

委
会
の
高
岡
剛
氏
よ
り
、
同
町
の

農
業
委
員
会
広
報
誌
「
ひ
の
で
大

地
」
の
紙
面
づ
く
り
や
記
事
の
収

集
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
全
国
農
業
会
議
所
の
池

田
辰
雄
新
聞
事
業
本
部
長
が
全
国

農
業
新
聞
の
紙
面
と
普
及
推
進
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。 

「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
発
行
に
向
け
研
究 広

報
研
究
会
開
く 

     

全
国
農
業
会
議
所
は
、
５
月
30

日
に
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
全

国
農
委
会
長
大
会
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ

対
策
特
別
集
会
を
開
き
、
全
国
か

ら
約
２
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

都
農
業
会
議
の
波
多
野
重
雄
会

長
が
運
営
委
員
長
を
務
め
、
都
内

か
ら
は
農
業
委
員
会
長
ら
30
人

が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

大
会
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
な

ど
に
関
す
る
特
別
要
請
を
は
じ
め
、

食
料
安
全
保
障
や
新
た
な
農
地
政

策
の
確
立
に
対
す
る
提
案
な
ど
を

決
議
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
が
ま
と
め
た
第
１
次
勧
告
に

対
し
、
引
き
続
き
国
が
転
用
許
可

権
限
を
持
つ
こ
と
と
農
委
会
の
必 

    

置
規
制
堅
持
を
求
め
る
緊
急
要
請

を
決
議
し
ま
し
た
。 

 

大
会
終
了
後
に
は
波
多
野
会
長

が
澤
雄
二
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

に
面
会
し
要
請
し
た
ほ
か
、
都
内

の
農
業
委
員
会
長
が
東
京
選
出
の

国
会
議
員
と
面
会
し
、
大
会
決
議

と
東
京
農
業
の
確
立
に
つ
い
て
実

現
を
要
請
し
ま
し
た
。 

     

都
農
業
会
議
は
、
７
月
１
日
に

千
葉
県
柏
市
に
て
、
農
委
会
職
員

現
地
研
究
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

研
究
会
で
は
、
ま
ず
柏
市
役
所

会
議
室
に
て
、
農
委
会
の
秋
山
事

務
局
長
よ
り
柏
市
の
農
業
の
概
要

に
つ
い
て
、
続
い
て
、
木
村
会
長

を
は
じ
め
２
名
の
農
業
委
員
よ
り

農
委
会
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
報 

    

告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
同
市
農
政
課
の
土
山
課

長
か
ら
は
、
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公

園
の
概
要
、
ブ
ラ
ン
ド
化
と
直
売

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
さ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答
や
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
地
研
究
は
、
今
採
り
農
産
物

直
売
所
「
か
し
わ
で
」
を
研
究
し

ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
で
も
あ
る
染
谷
茂
代

表
取
締
役
よ
り
直
売
所
の
運
営
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
見
学
を
し
ま
し
た
。 

 

「
か
し
わ
で
」
は
、
外
国
製
品 

           

を
一
切
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を
ポ

リ
シ
ー
に
商
品
を
取
り
扱
い
、
店

内
に
は
そ
の
方
針
な
ど
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
産
物
に

は
、
搬
入
し
た
時
間
な
ど
を
表
示

す
る
な
ど
、
陳
列
方
法
に
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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都
内
各
地
で
地
域
住
民
と
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む 

農
ウ
ォ
ー
ク
・
田
植
え
体
験
・
料
理
教
室
な
ど
多
彩
な
活
動

国分寺市では「農ウォーク」に 
市民 56 人が参加した    . 

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！ 

    
地
域
住
民
や
子
供
た
ち
に
地
元

農
業
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
、
都
内
各
地
で
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

府
中
市
で
は
市
内
の
小
学
生
と

農
業
委
員
、
市
議
会
議
員
ら
に
よ

る
田
植
え
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

市
立
住
吉
小
学
校
の
５
年
生
の

生
徒
が
体
操
着
を
泥
だ
ら
け
に
し

な
が
ら
田
植
え
体
験
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
農
業
委
員
と
市
議
会
議
員

の
混
合
チ
ー
ム
も
一
緒
に
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

国
分
寺
市
で
は
地
元
の
農
家
を

見
学
し
な
が
ら
巡
り
歩
く
「
農
ウ

ォ
ー
ク
」
を
開
き
、
市
民
ら
56
人

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
西
町
地
区
で
８
戸
の

農
業
経
営
を
見
学
し
ま
し
た
。 

    

終
了
後
に
は
ゴ
ー
ル
地
点
の
西

町
プ
ラ
ザ
で
主
催
者
と
参
加
者
に

よ
る
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

小
金
井
市
で
は
市
内
で
と
れ
る

農
産
物
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理

教
室
を
開
き
ま
し
た
。 

 

地
元
Ｊ
Ａ
の
女
性
部
員
が
講
師

を
務
め
、
約
30
人
の
市
民
ら
が
ル

バ
ー
ブ
ジ
ャ
ム
や
夏
野
菜
の
ド
ラ

イ
カ
レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

三
鷹
市
で
は
都
市
農
業
を
育
て

る
市
民
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
し
た
。 

   

 

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
情
報
紙
と
し

て
、
昭
和
27
年
に
創
刊
以
来
、

週
刊
紙
の
利
点
を
い
か
し
、
農

政
の
動
き
を
は
じ
め
技
術
・
税

制
の
解
説
な
ど
的
確
で
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。 

 

農
業
委
員
ひ
と
り
一
人
が
情

報
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

農
業
者
の
声
を
施
策
に
反
映
す

る
な
ど
、
情
報
の
受
発
信
を
行

う
こ
と
は
、
地
域
農
業
の
振
興

に
結
び
つ
く
重
要
で
基
礎
と
な 

            

市
内
在
住
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
ら
が
市
内
の
農
家
を
巡
っ
て
ト

マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
夏
野
菜

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
を
楽
し

み
ま
し
た
。 

   

る
活
動
で
す
。 

 

農
業
委
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
「
農
地
管
理
推
進
月

間
」
な
ど
の
機
会
に
、
地
域
農

業
の
相
談
役
と
し
て
の
情
報
提

供
に
向
け
た
「
農
業
委
員
会
だ

よ
り
」
な
ど
の
発
行
と
あ
わ
せ
、

特
に
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適

用
者
や
認
定
農
業
者
な
ど
に
農

業
委
員
１
人
１
部
以
上
の
購
読

を
お
勧
め
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。（
月
４
回
発
行
・
年

７
２
０
０
円
） 

新
農
業
人
フ
ェ
ア
08
開
く 

 

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
08
が
、
６

月
14
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
か
ら
農
業
生
産
法
人
な
ど

１
０
０
を
超
え
る
ブ
ー
ス
が
集
ま

り
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
「
農
業
を
仕
事
に
し
た

い
」
「
農
業
の
技
術
を
学
び
た
い
」

「
農
業
に
興
味
が
あ
る
」
と
い
っ

た
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。 

 

「
東
京
ブ
ー
ス
」
で
は
、「
東
京

の
農
業
」
に
興
味
を
持
つ
家
族
連

れ
や
若
者
が
訪
れ
、
様
々
な
情
報

を
収
集
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
、
今

年
度
、
す
で
に
研
修
生
が
都
内
の

農
業
経
営
に
入
り
、
技
術
を
学
ん

で
い
ま
す
。 

 

法
人
化
や
輸
入
検
疫 

 

な
ど
現
地
研
究 

北
多
摩
農
委
会
連
合
会 

 

北
多
摩
地
区
農
委
会
連
合
会

（
榛
澤
会
長
＝
三
鷹
市
）
は
、
７

月
上
旬
に
千
葉
県
に
て
行
政
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

初
日
は
、
匝
瑳
市
の
「
ふ
れ
あ

い
パ
ー
ク
八
日
市
場
」
で
、
沿
革

と
現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
様
々
な
課
題
を
法
人
化
や

「
一
人
ひ
と
り
の
ブ
ラ
ン
ド
を
持

と
う
」
と
い
う
意
欲
で
克
服
し
て

き
た
と
い
う
経
過
に
参
加
者
は
、

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
成
田
空
港
の
農
産

物
の
検
疫
現
場
の
実
態
や
状
況
を

研
究
し
ま
し
た
。 

 

８
月
～
９
月
の
日
程 

8
・
12
㈫ 

地
区
協
正
副
会
議 

8
・
18
㈪ 

 

第
１
０
３
回
通
常
総
会
／
互

選
会
／
第
５
回
常
任
会
議 

8
・
22
㈮ 

農
委
会
活
動
研 

8
・
28
㈭ 

農
地
担
当
者
会
議 

8
・
29
㈮ 

 

認
定
農
業
者
等
担
い
手
支
援

協
議
会
／
主
任
職
員
協
議
会
／

全
体
研
究
集
会
（
都
職
研
） 

9
・
1
㈪ 

会
長
職
務
代
理
研 

9
・
17
㈬ 

第
６
回
常
任
会
議 

◆ 

新
任
農
業
委
員
研
修
会 

8
・
27
㈬ 

新
宿
会
場 

9
・
5
㈮ 

立
川
会
場 

◆ 

農
業
委
員
研
修
会 

9
・
8
㈪ 

北
多
摩
地
区 

 

（
府
中
市
） 

9
・
24
㈬ 

南
多
摩
地
区 

 

（
町
田
市
） 

9
・
26
㈮ 

区
内
地
区 

 

（
江
戸
川
区
） 

10
・
2
㈭ 

西
多
摩
地
区 

 

（
あ
き
る
野
市
） 

府中市では田植えに挑戦した 


